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ICT分野の技術戦略の検討について 2017 12 18年 月 日
取締役執行役員専務 内田義昭

 多様な社会課題に対する最適な価値の提供
 数字が示す社会イメージの共有から、日本の特異性（グローバルでの差別化要素）を明確化

※既存技術の新たな検討視点、新規技術の必要性、基盤化すべき要素等の検討
 研究開発／技術開発の結果をスピーディに実装する仕組みの再構築も必要

※開発した技術の社会提供、ビジネスモデル含めた技術の実装をどのように行うか

 柔軟な開発手法／開発体制
 課題の多様性や状況の変化に迅速に対応できる、有意な開発手法の検討（アジャイル開発等）
 複数社での連携開発等、得意分野を活かした柔軟な開発連携等、新たな開発方法の検討

※大学やベンチャー活用など

多様な社会課題に対し、最適な価値を、スピーディに提供するには、
柔軟な開発手法、開発体制が必要

資料１－３－１
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将来に向けたICT研究開発の方向性
2017年12月18日
日本電気株式会社

取締役 執行役員常務 兼 CTO 
江村 克己

資料１－３－２
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世界を取り巻くメガトレンドとICTの波
ICTの進化2050年の地球

社会システムを効率的に動かし、サステナブルな人間中心社会を築く
5



Society5.0のベースとなるデジタルツイン

実世界

サイバー世界 – 実世界をリアルタイムに再現
分析 対処見える化

予測・推論 計画・最適化認識・理解

ヒト モノ・コト

セ
ン
シ
ン
グ

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

物理世界の出来事をデジタル上でリアルタイムに再現する「デジタルツイン」を
実世界に適用、社会全体をシミュレートして最適化
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対処分析見える化

実世界 社会価値

Computing
Networking

Security

サイバー世界
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対処分析見える化

実世界 社会価値

Computing
Networking

Security

サイバー世界

① 社会基盤としてのキャリアネットワーク
② 産業ドメインを変革するプライベートネットワーク

③ 実世界に溶け込み、社会を安心・安全に動かすICT

ICT研究の３つの方向性
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多様なサービスに対応するICTのプラットフォーム
サービス要件(広帯域、多接続、低遅延など)・リソース制約・セキュリティを
満たすように、クラウド・エッジ・デバイスへの機能配備を最適化

ｚ

トータル
ヘルスケア

ドローン
ロボティクス AIエージェント

クラウド

エッジ

デバイス

交通 社会インフラ 公共安全

エッジ
折り返し

AI

大容量
セキュア

AI

情報隔離

AI 低消費電力
運用

AI

インタ
ラクティブ

AI

広域
セキュアAI

ICTプラットフォーム

サービスプラットフォーム
運用可用性耐環境性 使い勝手低遅延 高信頼 機微 大容量 プライバシー可用性
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AIオーケストレータによるダイナミックな制御

5G
A

I based E2E O
rchestrator

Infrastructure Resource Layer

Business Application Layer

論理NW

物理NW

医療 農業 教育交通 社会インフラ 公共安全

Business Enablement Layer

ハイレベルな
サービス要件

サービスの
最適制御

NW構成
運用状況

通信トラフィック

ダイナミックに
スライス定義

サービス

AIによるきめ細やかな要件理解とネットワーク状況に応じたダイナミックな
スライシングにより、社会インフラ基盤としてのネットワークを実現

① キャリア
NW

10



ダイナミックな情報交換を可能にするPS-LTE
② プライベート

NW

IP無線
エリア

広域型
PS-LTE
エリア

グループA

グループB

グループC

室内
PS-LTE
エリア

どのエリアでも同じ操作性で、
音声・高速データ通信が可能

②エリアをまたいだ
グループ通信が可能

①どこでもつながる
サービスエリア

③団体の垣根を
越えた任意の
臨時グループ
通信が可能

選手村

臨時グループ

どこでも繋がる、ダイナミックなグループ通信で情報共有が可能
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ロボット安定制御が実現する工場の無線化
適応遠隔制御技術
 通信遅延予測に基づく先回り制御により、遠隔からリアルタイムに制御
 無線によるロボットの遠隔制御により、生産性向上や人身事故ゼロを実現

③ 安心安全
ICT
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新サービスの提供を可能にするサービスプラットフォーム

サービスプラットフォーム

AI
データ良質化
分析結果の根拠

セキュリティ／トラスト基盤
ﾌﾞﾛｯｸﾁｪｰﾝ 生体認証

新しいUI

AIスピーカー
ｾｷｭｱﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
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データはAIのクオリティを左右する

AIの質を高めるためには、(1)多様なデータソースの確保 と、
(2)データのクオリティの確保が肝要である

▌オープンデータの活用により量を確保、不足するデータを補完
▌雑音やバイアスを除去、測定バラつきへ配慮。倫理観に基づいた選定

生データ 学習用データ 学習
（モデル作成）

運用
実世界
人 モノ
環境

社会価値
見える化
分析
対処
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グローバル連携に関する方向性

研究開発
アーキテクチャ
プラットフォーム
の標準化

ルール
メイキング

 研究開発だけでなく、標準化やルールメイキングまで一気通貫での対応
 通信単体だけでなく、全体アーキテクチャの設計とそのリファレンス化／標準化
 当初から海外への展開を当初から視野に入れた積極的な活動
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日欧共同研究事例（NICT委託研究）
新世代ネットワークの実現に向けた欧州との連携による共同研究開発

研究機関
・KDDI研究所
・NEC
・パナソニック
アドバンストテクノロジー

・東京大学
・早稲田大学
・大阪大学

欧州共同研究者
・Georg-August-Universitat Gottingen（ド
イツ）
・NEC Europe（イギリス）
・CEDEO（イタリア）
・Telekomunikacja Polska-Orange Labs

Poland（ポーランド）
・University College London（イギリス）
・Consorzio Nazionale Interuniversitario per

le Telecomunicazioni（イタリア）
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グローバル展開の事例（FIWARE）
・EUにてデータ統合を支える基盤ソフトウェア “FIWARE” を整備
・オープンソースソフトのため日本でも活用可
・その実績をベースにアジア等海外展開へ

日本・自治体へ展開

グローバル
展開

Other
ServicesEnergy Healthcare

IoTプラットフォーム

社会・公共分野におけるデータ活用を共通的に実現する基盤ソフトウェア ”FIWARE” を2011年から開発

Transport
①官民連携プログラムであるFI-PPP
• FIWAREが基盤として各種スマートシティ実証
を支える

②基盤ソフトウェアの研究開発プロジェクト
• データ管理、IoTデバイス管理、ビッグデータ
分析機能等

③基盤ソフトウェア成果と利用・検証環境
• オープンソースソフトウェアとして世界中の
誰もが利用可

• FIWAREを用いた開発・検証を容易にする環境
を整備

FIWAREのパートナ企業 (一部)
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ルールメイキングの必要性
日米欧、中国のデータ規制に共闘
中国政府が外国企業による商業データの持ち出し規制など保護主義的措置を相次ぎ打ち出していることについて、日米欧が反発を強
めている。データの流通が阻害されると、アジアにおける企業のサプライチェーン展開などに支障が生じかねないため。ただ、中国
政府に譲歩する気配はなく、米インターネット企業などの一部は中国側の方針に沿って対応に動き出した。
世耕弘成経済産業相とライトハイザー米通商代表部（ＵＳＴＲ）代表、マルムストローム欧州委員は12日、世界貿易機関（ＷＴ

Ｏ）の公式閣僚会合に合わせアルゼンチンで会談。中国のネット規制や産業政策の是正へ向けて協力することで合意する。
最大の懸念は商業データの規制だ。「参入障壁である上に公正な競争を阻害する」（ＩＨＩの斎藤保会長）。経団連などの訪中団

は11月下旬、工業情報化省と会談した際にこう懸念を伝えた。
標的は中国が６月に施行したインターネット安全法だ。同法ではネット関連の商品やサービスを中国基準に適合させるよう規定。

中国で収集したデータの持ち出しを当局の許可制にしたり、ネットサーバーの国内設置を求めたりしている。
ネットが社会の安定を脅かすとの懸念からできた法律だが、西側先進国は中国ビジネスの障害になると警戒している。
ものづくり企業にとってグローバルに広がる生産工程を本国で集中管理し、効率的にサプライチェーンを動かすのは生命線だ。

「中国工場で得た製造の手法をデータとして蓄積し、グループの海外工場で使う必要がある」（旭硝子の石村和彦会長）。消費者の
購買情報などをもとに商品やサービス開発を試みる企業にとっても、データの有無が死活問題だ。
新規制への対応を巡っては、施行直後の今年７月、米アップルが中国内陸部の貴州省に総額10億ドルを投じ、同社として中国初

のデータセンターを建設すると表明。中国の意向をくんだかたちのＩＴ巨人の素早い決定は、先進国に波紋を広げた。（略）

2017.12/13日経

アプリレイヤ、データレイヤを意識した標準化・ルール
メイキングが必要

18
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将来に向けた挑戦課題
 全体システムのデザイン

 ターゲットの設定（Society5.0、SDGｓ）
 アプリケーションドリブンのシステムデザイン

- ５G：広帯域、低遅延、大量接続 - 専用網：超セキュア等

 AIなど最先端技術の開発とその活用
 ニーズにあわせたダイナミックなサービスプラットフォームの開発
 AIネットワーク化への対応

 データ流通基盤の整備
 セキュリティ、プライバシーの確保、トラスト基盤の整備
 法整備、倫理、社会コンセンサスの醸成

 グローバル連携・展開
 研究開発から標準化・ルールメイキングまで一気通貫での対応
 全体アーキテクチャの設計とそのリファレンス化／標準化

19
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ソーシャルイノベーションの創出
「ICT分野における技術戦略検討会」の提案に向けて

YURIKO SAWATANI
@ TOKYO UNIVERSITY OF TECHNOLOGY

資料１－３－３
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Service Design & Management Lab.

はじめに

自己紹介
【略歴】

東京工業大学大学院総合理工学研究科システム科学専攻修了。東京大学大学院総合文化研究科
博士課程修了（学術博士）。（株）日本IBM入社。情報技術の研究開発、サービス研究に従事。
科学技術振興機構サービス科学プログラム(S3FIRE)フェロー、早稲田大学教授などを経て、15
年9月より現職。経済産業省産業構造審議会商務流通情報分科会「情報経済小委員会」委員
「サービス産業の高付加価値化に関する研究会」座長代理「攻めのIT投資評価指標策定委員会」
委員等。早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構 客員上級研究員、INFORMS Service Science
および情報処理学会の編集委員を兼務。主な著作：Global Perspectives on Service
Science: Japan（共編著、Springer）、Serviceology for Designing the Future（共編著、
Springer）

【専門分野】

R&Dマネジメント、技術経営、サービスデザイン、サービスサイエンス
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ソーシャルイノベーションの特殊系として今までのイノベーションを捉える

イノベーションの新しい捉え方

ソーシャルイノベーション

経済的論理 社会的論理

アイデンティティ：自分は何者か？
ref: Peredo, A. M. and Chrisman, J. J. (2006) Toward A Theory of Community-Based Enterprise, Academy of management 
Review, 31(2), 309-328.
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Service Design & Management Lab.

SERVICE 
SYSTEM 

16

CUSTOMER 
9

EMPLOYEE 
6

SOCIAL 
INNOVATION 

11

2000 2005 2010 2015

MNG company, industry layer “value creation in e-business” (2001), boundaries, informal economy

SD system, process, operational layer 2010- 
service system, service designSD IT driven organization design

COMMUNITY 
5SD sociotechnical , sustainability

SD innovation, experience, management
SD innovation, collaboration

MNG retention

MNG education
ENTREPRE
NEURSHIP 

23

EDUCATION 
22

SERVICE DESIGN MIX MNG
n=162

COMPANY 
14 MNG performance, competitiveness, internal/external linkage

NETWORK 
6

DESIGN & 
METHODS 

24

COMMUNI
CATION 

2
digitalization

OTHER 
24 ref: Sawatani, Y. (2017 ServDes submitting), Emerging Design Research Themes: A Research Review from 

Design, Service and Management Studies, Serves.
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Service Design & Management Lab.

ref: Sawatani, Y. (2013), Toward research on designing a service system, Serviceology for Services, Springer, pp.227-233.

サービスデザイン

SERVICE SYSTEM TYPES
Closed system Open system

Systems with value sharing condition

Shared Conflicted

System
layer

Micro: People

Meso:
Organization 　 　

Macro: Social
systems

COM 
PANY 

SERVICE 
SYSTEM 

ENTREPRENEURSHIP 
SOCIAL 

INNOVATION 
COMMUNITY

EMPLOYEE CUSTOMER
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Service Design & Management Lab.

サービスデザイン

SERVICE SYSTEM TYPES
Closed system Open system

Systems with value sharing condition

Shared Conflicted

System
layer

Micro: People

Meso:
Organization 　

Macro: Social
systems

COMPANY 1. SERVICE 
SYSTEM

2. COMMUNITY

EMPLOYEE CUSTOMER

3. SOCIAL INNOVATION

4. TRANSFORMATION

ref: Sawatani, Y. (2017 ServDes submitting), Emerging Design Research Themes: A Research Review from Design, 
Service and Management Studies, Serves.
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Service Design & Management Lab.

COMPANY 1. SERVICE 
SYSTEM

2. COMMUNITY

EMPLOYEE CUSTOMER

4. TRANSFORMATION

3. SOCIAL INNOVATION

Closed system Open system

Systems with value sharing condition

Shared Conflicted

System
layer

Micro: People

Meso:
Organization 　 　

Macro: Social
systems 　 　NEW ECOSYSTEM 

THINKING
GE instacart

REFRAMING
QB House

VISIONARY LEADER

サービスデザイン

SERVICE SYSTEM TYPES

Innovation culture embedded organization
PRODUCT MANAGER

DESIGNER

design thinking

outbox thinking
system thinking

ref: Sawatani, Y. et al. (2017),Transformation toward design driven firms, QUIS15.
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Service Design & Management Lab.

サービスデザイン

デザイナーの役割

体験

組織

プロセス

サービスシステム

プロダクト

目的

組織

プロセス

サービスシステム

プロダクト

体験

サービスシステム

プロダクト

顧客・需要者

目的

企業・提供者

ref: Sawatani, Y. et al. (2017),Transformation toward design driven firms, QUIS15.

Service, Digital, Mobile, liquification
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Service Design & Management Lab.

ソーシャルイノベーションの創造

私たちの想いが世の中を変える

People

Service System

TechnologyBusiness Administration
Closed System 
Organization 

Economic Value

DESIGN PERSPECTIVES 
OUTSIDE-IN

MANAGEMENT PERSPECTIVES 
INSIDE-OUT

SERVICE PERSPECTIVES

Open System 
Community 
Social Value

Social Innovation

Transformation

ref: Sawatani, Y. (2017 ServDes submitting), Emerging Design Research Themes: A Research Review from Design, 
Service and Management Studies, Serves.
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Service Design & Management Lab.

提案
▸ 政府は、情報技術とデータを活用し私たちのQOLを向上する
ための新しい公共サービスのプラットフォームになる

✓私たちが公共サービス創造に貢献できる場(Living Lab)を
ネットワーク化し、SDGsに向けて行動する拠点とする

✓それらを活用し、技術・サービス・ルール・制度を創り、
試し、アウトプットを共有する

▸ 情報技術を活用するためのリテラシー教育やチームによる問
題解決等の学びを促す

30



Service Design & Management Lab.

REFERENCE

参照
▸ Sawatani, Y. (2017 ServDes submitting), Emerging Design Research
Themes: A Research Review from Design, Service and Management
Studies.

▸ Peredo, A. M. and Chrisman, J. J. (2006) Toward A Theory of
Community-Based Enterprise, Academy of management Review,
31(2), 309-328.

▸ Sawatani, Y. (2013), Toward research on designing a service
system, Serviceology for Services, Springer, pp.227-233.

▸ Sawatani, Y. et al. (2017),Transformation toward design driven
firms, QUIS15.
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ソフトウェア化の動向
• 部品として使えるソフトウェアは登場しど
う「統合」するかの段階に

• ユースケースに基づいたインテグレーショ
ン

• MEF, ONF
• オーケストレーションソフトウェアとその
サポート

• ONAP, OPNFV
• 標準化よりもまず Agile なユースケース作り
へと

• 国内においてのユースケース作りとマッチ
ングのための仕組み

• ソフトウェア化の業界団体？
• 何が必要なのか

• ハッカソンみたいなユーザと企業をマッチ
ングさせるイベントも有用

Open Source
Project

標準化団体

Softwarerization

５G ETSI ITEF ITU-T

OCP MEF

OPNFV ONAP

資料１－３－４
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国内ハッカソンイベントの増加 (2017年 1月〜3月)

• PyCon JP hack-a-thon #7
• 農業AIハッカソン
• 第3回オープンデータ・ハッカソンin鳥取
（防災・減災アプリを作ろう編）

• LINE BOT AWARDS 公式ハッカソン@東京
• 【第2回】人工知能ハッカソン inカラフ
ル・ボード

• IoT&BookShop ハッカソン
• Ethereum Hackathon Tokyo
• Yahoo! HACKDAY 2017
• クリエイティブ・信州ソン～リピートし
たくなる信州体験×テクノロジーで体験
価値を最大化させる～

• こどもIoTハッカソン in Hana道場 (鯖江)
• メタデータハッカソンfor LINE BOT Awards
• IoTで変える！ワークプレイス・アイデア
ソン

• ゲノムアプリに特化したハッカソン&アイ
デアソン「G-CONTAMINATION」 #0

• トーハク×アイデアソン 訪日外国人の
記憶に残る日本文化体験－ICTは博物館で
何ができるか？－

• クーリエ・ジャポン・ハッカソン
Powered by 転職ドラフト

• 人工知能ハッカソン in ジャストシステム
「今回のテーマ：kerasかxgboost」

• コネクテッド・カーの未来を考えるアイ
デアソン
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https://connpass.com/event/47150/
https://code4tottori.doorkeeper.jp/events/53951
https://linedev.connpass.com/event/48543/
https://aichatbot.connpass.com/event/47725/
http://peatix.com/event/225740
http://peatix.com/event/227384
http://hackday.jp/
http://peatix.com/event/229892
http://peatix.com/event/231529
https://www.facebook.com/events/314628618934808/
http://peatix.com/event/231949
http://peatix.com/event/236603
http://www.tnm.jp/modules/r_event/index.php?controller=dtl&cid=5&id=8897
http://courrierjapon024.peatix.com/
https://aichatbot.connpass.com/event/52783/
https://eventdots.jp/event/616338
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ONAP

• OPNFV のオーケストレーショ
ン部分を切り出したオープン
ソースプロジェクト

• 日本からは富士通のみ
• 中国からはキャリア、通信ベ
ンダー、大学等が参加

• US からもキャリア、ベンダー、
コンサルティング企業が参加
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MEF

• SDN/NFV を利用したシステム
インテグレーションを事例化

• オーケストレーションの API
を業界団体として定義

• 通信キャリアとベンダー、ク
ラウド事業者らが多数参加

• 日本からは KDDI、富士通
• MEF 規格の認定を行う
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眞野構成員 提出資料
■1.社会課題の解決にむけたＩＣＴ分野の技術課題

1-1 長期的な社会情勢等を踏まえて研究すべき技術課題

研究支援政策など公的な資金投入をする課題と民間が取り組むことを促す課題を分けて検討する
べきである。
公立大学や国の研究プロジェクトが取り組む課題は、いたずらに事業化や収益性を求めずに、中

長期的な課題に軸を置くべきである。
これらについては、論理的な可能性とその着想に新規性があるかが重要であり、市場波及性など

に固執しない。
政策全体のマクロ的なポートフォリオをまず明確にすることも重要である。

たとえば、イノベーション的なものを求めるのであれば、それは一定の比率の元で、相当に柔軟な支
援をするべきである。

1-2 社会インフラを支える情報通信ネットワーク基盤技術

既存の基盤技術を向上させる技術課題は、原則民間が取り組むべきものである。ただし、明確な
数値目標を掲げ、規模による可能性を示すような課題に取り組むことも重要。学際的には、資金が
あれば出来るものというような評価のものでも、規模を求める実装は、それ自体に新しい課題克服
や技術の萌芽的要素が内在する。
たとえば、数多ある実証実験やテストベッドは、物理的に分散されていたとしても、 システムとして

一体化し、民間リスクでは対応できない規模の実証が良い。

1-3 多様な分野でのICT利用を促進する利活用技術

多様な分野での利用促進は、コンセプチュアルなユースケースストーリーを、非技術系な分野から
まず求め、それにたいして技術系分野から課題解決のための技術を提案させると二段階として、そ
れぞれを分離するべきである。

資料１－３－５
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■2. 技術開発・社会実装の推進方策

2-1 技術面での動向（ＮＷ機能のソフト化、技術開発のオープン化等）を踏まえた技
術開発推進

方策アーキテクチャ、アルゴリズムは、技術の実装方式(ハードかソフトかなど)とは、異
なる。

技術開発推進のためには、上位のシステムアーキテクチャやアルゴリズムなどの分野を推
進する論理思考プロセスなどを推進することが望ましい。

2-2 様々な利用ニーズに的確・迅速に応えるためのアジャイルな手法の取り込み

柔軟な手法は、良きアーキテクチャ、アルゴリズムにより実現できるので、いたずらに 特
定の実装にバンドルしない取り組みを推進するべきである。

■3.業界横断的取組み、国際連携・グローバル展開等のあり方

3-1 コミュニティ/エコシステム/「場」の活用

集団における合意形成や、ソーシャライズ力を要請する人材育成に取り組むべきである。

3-2 最初からグローバルであるための方策、標準化のあり方

国内における特定の事例や課題に依存するものと、普遍性のある課題を分ける。 少なくと
も、国内での技術政策支援などの評価は、海外との連携に重きをおくことも重要。

■全体として技術政策課的な課題

各種委員会などの構成員、評価者のあり方を見直す良い時期かと思います。 40



ICT分野の技術戦略の検討

東京大学大学院情報学環 教授

第五世代モバイルネットワーク推進フォーラム ネットワーク委員長

中尾彰宏

nakao@nakao-lab.org

2017/12/18

All Rights Reserved by Akihiro Nakao, 2017

資料１－３－６
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2017/9/25
日経新聞朝刊

日経新聞
2017/7/20

日経新聞
2017/7/20
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Network Softwarization
ネットワークソフトウェア化（Network Softwarization) は、
「ネットワークの機器や機能をソフトウェアプログラムによって具現
化し、より柔軟かつ迅速にサービスを構築・運用していく」という
通信ネットワークにおける大きな変革を意味する。

• SDN/NFVに代表とされる柔軟で迅速な制御を実現するソフトウェア化が注目さ
れているが、今後は、FLARE, P4などデータプレーンプログラマビリティに注
目が集まる。インターネットテレメトリーがユースケースで先行する

• ソフトウェア化の研究開発プロジェクトは欧米で主導されている (5G! Pagoda,
Platforms for Advanced Wireless Resaerch (PAWR) Open Air
Interface(OAI), Telecom Infra Project (TIP),  など

• ソフトウェア化によりもたらされた通信(Communication)と情報科学
(Computer Science）の融合は欧米でますます進展しつつある一方で我が国の
通信分野への情報科学の適応は未熟

• 米国ではソフトウェア化されたプラットフォームの海外輸出を狙う

• ソフトウェア化に対する戦略と投資、および、通信分野における情報科学の積極
的活用、ソフトウェアエンジニアの育成、を加速する必要 43
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ソフトウェア化が推進する新規分野の例

• モバイルデータアナリティクス
膨大なモバイルデータをデータサイエンスを駆使して、ユーザーの行動や意図
（インテント）を推測し制御の最適化を図る

• In-Network Deep Machine Learning (網内深層機械学習）
ソフトウェア化により、深層機械学習など複雑なネットワーク機能が制御プレー
ンのみならずデータプレーンに実装可能となるため、自動化や従前の想像を超え
る制御が可能となる

• エッジコンピューティング（通信と情報科学の融合）
ソフトウェア化でネットワーク機能とデータ処理機能が同一のプラットフォーム
に共存可能となり、リソースの最適化だけではなく、エクストリームエッジへの
データ処理の実装により、超低遅延通信やデータ地産地消が可能となる
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2021年のネットワーク予測抜粋
Visual Networking Index (VNI)

全世界のモバイルユーザ（55億）

モバイル対応のデバイスおよび接続の数（120億）

7x
（月間 48.3 EB）

1EB = 103PB=106TB= 1018B
モバイルトラフィック量の増加7倍

Cisco Visual Networking Index

5EB: 今まで話された言葉の全てを文字で記録した場合の容量
100EB:昨年世界中で開催されたミーティングを動画記録した場合の容量
1ZB: インターネット誕生から世界を流れたトラフィック量

世界全体のデータセンタートラフィックの増加 3.3倍

世界全体の年間データセンタートラフィック (15.3ZB)
1ZB=1000EB = 106PB=109TB= 1021B

Cisco Visual Networking Index (2017) https://www.cisco.com/c/dam/assets/sol/sp/vni/qa_c67-482177-1.jpg
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2017/7/20
日経新聞朝刊Predicts 2017: Government CIOs Are Caught Between Adversity and Opportunity

https://www.gartner.com/doc/3510217/predicts--government-cios-caught

Gartnerの予測「Predicts 2017」によると2019年までに大都市
に居住する市民の50%は自発的にデータを共有することでスマー
トシティから恩恵を得ることになる。
Gartner predicts that by 2019, 50 percent of citizens in
million-people cities will benefit from smart city programs by
voluntarily sharing their personal data.

50% of citizens share data by 2019: Gartner
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通信業界におけるデータ利活用

総務省「ビッグデータの流通量の推計及びビッグデータの活用実態に関する調査研究」（平成27年）

情報通信分野におけるデータ活用は進んでいるとは言えない状況がある
47



All Rights Reserved by Akihiro Nakao, 2017

通信業界におけるデータ利活用の便益と課題

• サイバーセキュリティの高度化
• ブラックマーケット統計解析
• 通信データ解析
• 通信資源の利用最適化
• 周波数・帯域・端末割当・QoS制御
• 機械学習による運用高度化
• 異常検知・予測
• 運用自動化
• 行動ターゲティング・マーケット予測

8

想定される便益 課題

• ネットワーク中立性(Network Neutrality)
• データ利活用に効率的なデータ取得
• 安心・安全なデータ流通・利活用環境整備
• 制度的措置
• 高信頼性とセキュリティの確保
• プライバシー保護に関する懸念と利便性の
バランス

• データの所有権
• 寡占化によるロックイン(囲い込み)への懸念
• サイバーセキュリティ観点からのデータ提供
の躊躇

• データ提供側と利活用側の攻防
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ネットワーク中立性
Net Neutrality

インターネット上の全てのデータを平等に扱うべきだとする考え方

https://ja.wikipedia.org/wiki/ネットワーク中立性

2000年にISPがアプリケーションやコンテンツをブロックしたり、
競合を排除したりする懸念が議論

米国ISPのComcastが peer-to-peer (P2P) 通信を意図的に制限
DPI（Deep Packet Inspection) を利用してP2Pを制限する場合も多い

特にサービスの質を保証するためのデータ判別には問題よりも利点が非常に多い
と考える意見も多い

現在では賛否両論があり、米国FCCはネットワーク中立性規則廃止の方向を表明
しかし、反対意見は非常に多い

https://techcrunch.com/2017/07/13/net-neutrality-day-of-action-spurs-millions-to-speak-out-for-online-freedoms/
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（参考） 電子情報通信学会NS/IN研究会ワークショップ （2017/3/2）
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ブラックマーケットの統計的分析

IEICE ソサイエティ大会発表

新規性：
• Tor3上のフォーラム型の市場を分析
• IoT botnet登場以降の最新(2016~2017)のDDoSアイテム・サービスについて分析
• マーケットのサービスの現実への影響を相関分析
• マーケットの監視・応用の提案

3Tor: https://www.torproject.org

調査対象: Deep Web1に関するニュースサイトDeepDotWeb2にて
トップマーケットと分類されているAlphaBay, Hansa Market, Dream Market

(岩永・中尾 電子情報通信学会総合大会2017)

1Deep Web：通常のクローラでは取得できない
Web領域
2https://www.deepdotweb.com/
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• 社会課題の解決にむけたＩＣＴ分野の技術課題
• 長期的な社会情勢等を踏まえて研究すべき技術課題
• 社会インフラを支える情報通信ネットワーク基盤技術
• 多様な分野でのICT利用を促進する利活用技術
• ネットワーク機器の市場のゲームチェンジとしてのソフトウェア化推進
• ソフトウェア化に対する戦略と投資、および、通信分野における情報科学の
積極的活用、ソフトウェアエンジニアの育成

• ソフトウェア化がもたらすモバイルデータアナリティクス、網内機械学習、
エッジコンピューティング（情報科学・通信技術の融合）

• 技術開発・社会実装の推進方策
• 技術面での動向（ＮＷ機能のソフト化、技術開発のオープン化等）を踏まえ
た技術開発推進方策

• 様々な利用ニーズに的確・迅速に応えるためのアジャイルな手法の取り込み
• 米国PAWRのような自治体・大学のNPOと企業の連合による産学官連携と
都市（スマートシティ）をテストベッドとして社会実装へショートカット

• 業界横断的取組み、国際連携・グローバル展開等のあり方
• コミュニティ/エコシステム/「場」の活用
• 最初からグローバルであるための方策、標準化のあり方
• Global Experimentation for the Future Internet (GEFI), Global City
Team Challenge (GCTC), Platforms for Advanced Wireless Research
(PAWR)との連携、コミュニティの形成

ICT分野の技術戦略の検討（簡潔バージョン）
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■1.社会課題の解決に向けたＩＣＴ分野の技術課題

・技術ロードマップの整理（色々な機関が出している予測の統合）

・国際比較から日本が強みを発揮できる分野の特定

・技術予測専門家に意見を聴取する機会を設ける

■2.技術開発・社会実装の推進方策

・具体的な技術を活用している大企業・ベンチャー企業の実例の収集

・国際比較から日本が強みを発揮できる分野で指導的存在の経営者の意見を聴取す

る機会を設ける

■3.業界横断的な取組、国際連携・グローバル展開等のあり方

・01Booster、We Work、Techfirmなどコミュニティ/エコシステムの現状と課題を聴取

・グローバル志向のVCから現状と課題を聴取

資料１－３－７長谷川座長 提出資料
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資料１－３－８田中構成員 提出資料

■１.キーワード

・オープン ・ソフトウェア化 ・コミュニティ

・Individual(個人) ・スタートアップ

■２.コメント

世の中がハードウェアからソフトウェア中心になり、そもそもハードウェアの中身も多くが

ソフトウェアになっています。

また、コードファースト・サービスファーストで、まず動くシステムを作ってしまって、そ

れがデファクトスタンダードになると言う世界が訪れています。

さらに、ソフトウェア開発者が「工員」に近い人月で働く世界から、イノベーションにおけ

るソフトウェアの重要性が高まるにつれて、ここ最近は「職人」に近い、その人でないと実現

できないものが増えてきています。

このような事から、国境を越えて形成されるコミュニティと、それに参加する個人に対して

フォーカスすることが重要であり、その中でも日本国内でイニシアチブを取る人を、いかに支

援していくかが課題と言えます。

ITに関しては水平分業のパーツ化も引き続き重要ですが、幅広いアーキテクチャの理解が必

要となっており、レイヤーごとに何かが起こるわけでは無く、「何をしたいのか」という目的

志向が高まっています。
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そのため、より明確なビジョンやリーダーのやりたい事が大切になっており、業務ではなく

そのビジョンに共感して能動的にプロジェクトに参加すると言う動きになってきました。

また、エンジニアリングだけではなく、ビジネスの世界においてもスタートアップという形

でイノベーションを変える人材が出てきており、それらの支援も重要になっています。

これらのことを、国の大きなビジョンとして明確化して、メンタル的にも環境的にも後押し

することが重要であると感じています。

■３．国の役割

・大きなビジョンを示す

ムーンショットのような、荒唐無稽なビジョンも含めて、明るい未来を示す

・フィールド

日本は規制が多く、やりたいことができないことも多いが、アジアで最も物事が進めやす

い国になれればどうか？

・民間には資金があふれており、しかしそれらが使われずに内部留保されている状況であり、

むしろそれらをイノベーションにつなげられるよう、新しい起業家やエンジニアに供給され

るような施策だけでも十分ではないか？

56


	00 表紙
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	統合(01~09)
	01 KDDI【最終確認中】
	ICT分野の技術戦略の検討について
	スライド番号 2

	02 NEC
	将来に向けたICT研究開発の方向性
	スライド番号 2
	世界を取り巻くメガトレンドとICTの波
	Society5.0のベースとなるデジタルツイン
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	多様なサービスに対応するICTのプラットフォーム
	AIオーケストレータによるダイナミックな制御
	ダイナミックな情報交換を可能にするPS-LTE
	ロボット安定制御が実現する工場の無線化
	新サービスの提供を可能にするサービスプラットフォーム
	データはAIのクオリティを左右する
	グローバル連携に関する方向性
	日欧共同研究事例（NICT委託研究）
	グローバル展開の事例（FIWARE）
	ルールメイキングの必要性
	将来に向けた挑戦課題
	スライド番号 18

	03 澤谷先生
	04 関谷先生
	ソフトウェア化の動向
	国内ハッカソンイベントの増加 (2017年 1月〜3月)
	オープンソースによる NFV
	ONAP
	MEF
	スライド番号 6

	05 眞野さん
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	06 中尾先生
	07 長谷川先生
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	08 田中社長
	スライド番号 1
	スライド番号 2





